
幕
最

名船発据①

オラングで
建造された
府海軍の
優秀艦

聞陽丸 (船の科学領提供)

《 主 要 目 》 フ リゲート艦 木道、シップ型帆芸 排水量2590トン 垂線暖 6860メートル、型幅1304メートル、主機構置トランクビストン型1基 (スクリュー推
進)出力400公称馬力 速力10ノット.備砲(完成時)16cm前 装施条砲13門(クルップ社製)、30ボンド前装滑控砲8円ほか(データは元綱数道氏F幕
末の蒸気船物語1による).慶ほ2年0366)オラング ヒップス ェン ソーネン道船所(ドルトレヒト)で曖工。明治元年(1383)Jゆ旬道江差で座5t沈没

開陽丸産造地 (写真の左側 筆 者撮影)
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名 船 発 掘 。日本

建
造
地
ド
ル
ト
レ
ヒ
ト
を
訪
れ
る

オ
ラ
ン
ダ
尚
部
の
ド
ル
ト
レ
ヒ
ト
は
、
メ
ル
ウ
エ

ー
デ
川

（ラ
イ
ン
川

・
マ
ー
ス
川
水
系
）
に
沿

つ
た

小
さ
な
港
町
で
あ
る
。
特
に
名
所
や
名
産
品
が
あ
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
牛
者
は
以
前
か
ら
こ
の
地
に
関

心
を
持
ち
、
い
ち
ど
訪
れ
た
い
と
思

っ
て
い
た
。
幕

府
海
軍
の
最
大
か
つ
最
強
の
軍
艦

「開
陽
九
」
が
、

こ
こ
で
建
辻
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

昨
年
秋
、
多
年
の
念
順
が
か
な
い
、
こ
の
地
を
訪

れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
中
央
駅
か

ら
急
行
で
約
１
時
間
半
。
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
を
過
ぎ
、

大
川
の
鉄
橋
を
渡
る
と
、
左
側
の
車
窓
に
こ
の
町
の

象
徴
で
あ
る
聖
母
教
会
の
高
塔
が
見
え
て
き
た
。
か

つ
て
、
日
本
人
留
学
ｉ
の
赤
松
大
三
郎
（則
良
）
、
榎

本
傘
次
郎

（武
揚
）
ら
が
仰
ぎ
見
た
塔
で
あ
る
。

水
路
が
多

い
美
し
い
港
町
だ

っ
た
。
昔
の
街
並
み

が
残

っ
て
お
り
、
ネ

ッ
ト
で
入
手
し
た
１
４
０
年
前

の
地
図
が
使
え
た
。
ひ
と
り
旅
だ

っ
た
の
で
、
■
イ

は
気
ま
ま
に
歩
き
ま
わ

っ
た
。
月
代

（さ
か
や
き
）

を
の
ば
し
た
赤
な
ら
が
、
街
角
か
ら
不
意
に
現
わ
れ

る
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
友
想
に
陥
り
そ
う
な
■

い
町
だ

つ
た
。

「開
陽
九
」
を
造

っ
た
ヒ
ッ
プ
ス
　
エ
ン
　
ゾ
ー
ネ

ン
進
船
所
が
と

っ
く
に
仕
■
を
や
め
、
工
場
が
な
い

こ
と
は
知

っ
て
い
た
。
筆
者
と
し
て
は
、
同
縮
が
道

ら
れ
た
ゆ
か
り
の
地
の
た
た
ず
ま
い
に
触
れ
た
か

っ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
枚
地
は
、
メ
ル
ウ
ェ
ー
デ
川
に

ｌｎｉ
し
た
今
の
ウ
ィ
ル
ヘ
ン
ボ
ス
通
り
に
あ

つ
た
。
鉄

道
の
鉄
橋
の
た
も
と
の
あ
た
り
で
あ
る
。

そ
こ
か
ら
歩

い
て
３０
分
ほ
ど
の
所
に
、
１８
世
紀
の

調
度
品
を
所
成
す
る
シ
モ
ン
　
フ
ア
ン
　
ハ
イ
ン
＝

物
館
が
あ
る
。
こ
の
館
に
は

「開
陽
九
」
コ
ー
ナ
ー

が
あ
り
、
ゆ
か
り
の
品
々
や
建
造
中
の
写
真
が
展
示

さ
れ
て
い
た
。
ち
な
み
に
、
図
面
な
ど
同
帖
の
関
係

資
料
は
、

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
と
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
海

事
悼
物
館
な
ど
に
散
在
し
て
い
る
。

短
命
に
終
わ

つ
た
悲
運
の
軍
艦

「
開
陽
九
」
は
、
幕
府
が
オ
ラ
ン
ダ
に
発
注
し
て
建

造
し
た
木
造
蒸
気
草
艦
で
あ
る
。

建
造
時
の
オ
ラ
ン
グ
の
海
年
大
臣
は
、
長
崎
海
軍

伝
習
所
の
第
２
次
オ
ラ
ン
グ
教
師
回
長
カ
ッ
テ
ン
デ

ィ
ー
ケ
で
あ
り
、
建
造
を
全
問
的
に
支
援
し
た
。
同

じ
こ
ろ
オ
ラ
ン
ダ
に
派
遣
さ
れ
た
日
本
人
留
学
生
の

う
ち
、
赤
な
ら
が
建
造
に
立
ち
会

っ
た
。

命
名
式
に
は
カ
ッ
テ
ン
デ
ィ
ー
ケ
、
設
計
者
フ
ア

ン
　
オ
ー
ル
ト
、
赤
松
、
内
日
恒
次
郎
、
沢
太
郎
左

術
門
ら
が
出
席
し
た
。
艦
名
は

「開
陽
九
」
で
、
留

学
■
ら
が

「
フ
オ
ー
ル
リ
ヒ
タ
ー
」
（夜
明
け
前
）
の

意
味
で
あ
る
こ
と
を
披
昂
す
る
と
、
出
席
者
た
ち
は

そ
の
美
し
い
名
前
に
感
動
の
声
を
あ
げ
た
。

慶
は
２
年
８
月
⌒１
８
６
６
年
９
月
）、
牲
造
契
約

を
仲
介
し
た
オ
ラ
ン
グ
貿
易
会
社
に
引
波
さ
れ
、
フ

リ
ツ
シ
ン
ゲ
ン
を
出
航
し
た
。
同
航
責
任
者
は
デ
イ

ノ
ー
海
■
大
肘
で
、
オ
ラ
ン
グ
人
■
官
の
ほ
か
、
榎

木
、
内
田
、
沢
ら
も
宋
り
祉
ん
だ
っ

喜
望
峰
維
由
で
回
航
。
石
炭
補
給
の
た
め
リ
オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
と
束
イ
ン
ド
の
ア
ン
ボ
ン
に
寄
港
ｃ
度

は
３
年
３
月
、
横
浜
に
到
赤
．
同
年
５
月
、
ネ
府
に

引
渡
さ
れ
た
。

「開
陽
九
」
は
不
運
だ

っ
た
。
幕
府
海
軍
の
旗
縮
と

な
り
、
止
大
脱
強
の
戦
聞
力
が
期
待
さ
れ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
ネ
府
は
ま
も
な
く
崩
壊
し
た
。

鳥
羽

・
伏
見
の
戦
の
と
き
、
大
坂
湾
に
出
動
し
、

院
店
藩
の
Ｉ
慌

「本
Ｈ
九
」
と
徳
島
沖
で
他
撃
戦
を

演
じ
た
の
が
、
生
近
で
唯

一
の
た
戦
と
な

つ
た

（阿

波
沖
海
戦
）。
「
開
陽
九
」
の
ク
ル
ッ
プ
砲
、
「春
日
丸
」

の
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
他
の
対
決
で
あ

っ
た
が
、
双

方
と
も
損
害
は
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
。

こ
の
と
き
、
艦
長
と
し
て
同
艦
の
指
揮
を
と

っ
て

い
た
の
は
榎
本
、
副
長
は
沢
で
あ
る
。
鳥
羽
　
伏
兄

の
職
の
あ
と
、
「開
陽
九
」
は
大
坂
城
を
脱
出
し
た
将

年
徳
川
度
喜
を
乗
せ
、
品
川
沖
ま
で
航
海
し
た
。

幕
府
崩
壊
後
、
「開
陽
九
」
は
榎
本
ひ
き
い
る
旧
幕

府
陥
隊
の
快
帖
と
な
り
、
僚
縮
と
と
も
に
北
―…
。
箱

館
を
拠
点
に
明
治
新
政
府
に
対
抗
し
た
，

明
治
元
年
１１
月

（１
８
６
８
年
１２
月
）
、
「開
陽
丸
」

は
性
１１
＝
支
援
の
た
め
、
桜
本
的
ら
来
り
込
ん
で
江

と
沖
に
出
撃
。
同
地
を
占
領
し
た
が
、
艦
は
強
風
に

よ
り
圧
昧
し
沈
没
．
わ
ず
か
２
年
３
カ
月
の
短
い
生

江
を
終
え
た
，
あ

っ
け
な
い
最
川
だ

っ
た
．

終
汚
の
地
と
な

つ
た
江
と
に
は
、
現
在
、
後
元
恥

が
建
造
さ
れ
、
引
き
揚
げ
ら
れ
た
遣
品
が
展
示
中
で

あ
る

（開
陽
九
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）。

山

田
迪
生
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